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タ ラ ノ キ の 生育 に 及 ぼ す エ テ フ ォ ン と ジベ レ リ ン 処理 の 影響
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Effects　of 　Ethephon　and 　Gibberellin　Applications　on 　Growth　of 　Taranoki

　　　　　　　　　　　　　 （Aralia　elat α　Seem ．）

　　　　　　　　　 Hiroyuki　SU α URA ＊
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The　effects 　of 　ethephon 　applications 　on 　growlh　were 　studied 　in　cultivation 　of 　shoots 　in　Taranoki （Aralia　elata

Seem．）．　The　growths　ofstem 　and 　internode　after　spmying 　with 　50−200　mg 〆l　ethcphon 　were 　shGrter 　than　those

without 　ethephon 　app ］icatjon．　Internode　growths　after 　spraying 　with 　50−200mg 〆l　ethephon 　were 　 shorter 　than

those　 without 　 application ．　Stem　diameters　increased　after 　spraying 　 with 　50−200 　mg ！l　 ethephon 　 spra ｝  SIem

growths　and 　sucker 　fbrmations　were 　promoted　by　spraying 　with 　50mg 〆1　gibberellin．　Lateral　bud　growth 　was 　pro−

moted 　by　spraying 　with 　200mg 〆l　of 　gibberellin．　The　results β how 　that　stem 　diameters　increased　after 　spraying 　of

ethephon ，　 and 　 stem 　growth　 and 　 vegetative 　growth 　 were 　promoted 　by　 spraying 　 of　gibberellin　in　 Taranoki．
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緒 言

　タ ラ ノ キ （Aralia　elata 　Seem．） は，山菜と して 野生 の 株が

利用 され る だ け で な く，近 年 で は 栽培化 が 進 ん で い る
1）．商

品 価 値 の 高 い 大 きな 芽 を 収 穫 す る た め ，苗 の 生育 促 進 と茎

の 肥大 が望 ま れ る．露地 栽培 の 植物 の 生 育 と形態を調節す

る方法 と して ， 成長調節剤の 利用 が あ る
コ ）．著者 らは エ テ

フ ォ ン の 散布処理 で ，キ クの 栄養成長期間を延長 し，伸長

成長 を促 進 す る と と もに ， 茎 を肥 大 化 させ る作用 が あ る こ

と を報告 しだ ｝．ま た，植物の 伸長 を 促す 成長調節物質 ジ

ベ レ リ ン
45 ）

を キ ク に 処 理 す る と，キ ク の 伸長成長を 促進 し

た
th・7 ）

，さ ら に 宿根 草の キ ク の 栽培現場 で は，エ テ フ ォ ン の

散 布 に よ り，冬至 芽 の 採 取 数 を増 加 さ せ た （平 成 3 年 新 潟

県花卉栽培指針）．そ こ で ，こ れ らの 知 見 を もと に タ ラ ノ キ

の 成長調節物質 と して エ テ フ ォ ン と ジ ベ レ リ ン を活 用 す る

こ と に よ り，伸長 成長 や 栄 養成長 の 促 進 効果が 期待 で き る

と考 え 実 験を 行 っ た．

実　験　方　法

　本実験 に お い て 用い た タ ラ ノ キ は，妙高林間園芸研究所

実験 地 （新潟県妙高高原町 ：海抜 640m ，無施肥，　 pH 　5，0，
コ ナ ラ 林） に お け る維持株 を 用 い ，す べ て の 栽培実験 は

2004 年 5 月〜9 月 に 行 っ た．

寧 To　whom 　correspondence 　should 　be　addressed ．
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　 1．伸長成長，茎径，葉数，葉径 お よ び腋 芽 誘 導 に 及 ぼ

　　 すエ テ フ ォ ンの影響

　供 試 材 料 と し て，1年一2 年生 株 を用 い た．実 験 区 は対 照

無散布区，エ テ フ ォ ン 50　mg 〆1処理 区，200　mg 〆］処 理 区，
500mg ！l処理区お よ び 1，000mg 〆］処 理 区 を そ れ ぞ れ 設 け た．
エ テ フ ォ ン は 10％ 液剤 （石 原 産業 K ．K．，

‘
エ ス レ ル 10

’
）

を希釈 し，株全体 へ 展 着 剤 な しで ハ ン ドス プ レ
ー

に よ り 5
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月 6 日，5 月 21 冂 お よ び 6 月 4 日 の 3 回 散 布 処 理 した ．調

査 は伸 長 成 長 （春 に伸 長 開 始部 か ら茎 の 頂 部 の 長 さ），茎径

（伸長開始部か ら 5cm 上部 ），葉数，葉径 （処 理 後 に 展 開 し

た 葉 の 中 で 最 も大 き い 葉 の 最 大 横幅） お よ び 腋芽 の 長 さ

（最 も伸長 した 腋芽の 長 さ） に つ い て ，8 月 30 日に 各区 20

株を用 い て 実施 した．

　 2．伸 長 成 長，茎径，葉数，葉径 お よ び腋芽誘導 に 及 ぼ

　　 す ジ ベ レ リ ン の 影 響

　供試材料 と し て，1 年〜2 年生 株 を用 い た．実 験 区は対 照

無散布区，ジ ベ レ リ ン 10mg ！l散 布区，ジ ベ レ リン 50　mgA

散布区，ジ ベ レ リン 200mg ！l散布区お よ び ジベ レ リ ン 500

mg ／1散布区を設 け た ．ジ ベ レ リ ン は 3．1％ 製剤 （協 和 醗 酵

工 業 K，K．，
‘
ジベ レ リ ン 協和粉末

’
）を所定量 の 水で 溶解 し，

1 と 同 様 の 方法 で，5 月 15 日，5 月 30 日お よ び 6 月 14 日

の 3 回散 布処 理 した．調 査 は 1 と同様 の 項 目に つ い て 8月

3  日 に 実 施 した．

　3．吸 枝の 生育に 及ぼ すエ テ フ ォ ン お よ び ジ ベ レ リン の 影

　　 響

　実験圃場の 4m2 の 範囲に，タ ラ ノ キ の 3年生 以 上 の 株 が

3〜5 本生 育 して い る区tSk　4　m
：

を 1区域 と して 用 い た．実験

区 は 対照無散布区，エ テ フ ォ ン 3 回 散 布 区 お よ び ジ ベ レ リ

ン 3 回散布区を設 けた．エ テ フ ォ ン処理 濃度 は 200　mgl1 ，ジ

ベ レ 1丿 ン 処理 濃度 は 50mg 〆1と し，5 月 26 日，6 月 25 日 お

よ び 7 月 25 日 に 処 理 した，そ の ほ か の 方 法 は，1 お よ び 2

と 同様 と し た ．調 査 は，各区域内に 生 育 した吸 枝 の 発生 数

を 9 月 25 日に各区 3 区域ず つ 実施 し，吸枝 の 草 丈 の 計 測 に

は各処理 区 18株を そ れ ぞ れ 用い た．

結 果

　L 伸長成長，茎 径，葉数，葉 径 お よ び 腋 芽 誘 導 に 及 ぼ

　　 す エ テ フ ォ ン の 影響

　 タ ラ ノ キ の 仲長成長 は，エ テ フ ォ ン濃 度 が高 くな る ほ ど

抑制 さ れ る傾 向 に あ っ た （Fig．　IA ）．ま t ，エ テ フ ォ ン 500

mg 〆1処 理 区 と 1000　mg ／1処 理 区 で は ，処 理 後 に 伸長成長 が

停止 した．茎径 は，エ テ フ ォ ン 50〜200mg敝 布区に お い て

増 加 し，茎 の 肥 大 化 が観 察 され た （Fig．　IB）．エ テ フ ォ ン

50〜200mg 〆1処 理 区の 葉数 と対照無散布区 の 葉数 は，ほ ぼ

同 じで あ っ た が，舸者 の 節間 長 は後者 の そ れ よ り縮小 され

た （Table　l）．また ，エ テ フ ォ ン 500〜IOOO　mgA 処理 区の 葉

数 は，生 育 が停 止 した た め 対 照 無 散 布区 に 比 べ 少な か っ た．

葉 径 に つ い て は，5 一200mg11 エ テ フ ォ ン 処理 区 と 対照 無 散

布 との 間 に 有 意 な 差 が な く，ま た 】OOOmg ／1処 理 区で は 散 布

処 理 に と もな う落葉の た め 測 定 で きな か っ た．腋 芽 は ，す

べ て の 区で 誘導 され な か っ た．

日 本農薬学会誌
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Fig．1．　Effbcts　of 　ethephon 　spray 　on 　all　plants　in　the　l　m2 　ficld　on

shoot 　elengation 　and 　diameters　of 　stem 且caf 藍n 　A ．　elata ．　A ：Shoot

length．　B ；Diameter 　c）fshoot．

　2，伸長成長，茎径，葉数，葉径 お よ び 腋芽誘導 に 及 ぼ

　　 す ジ ベ レ リ ン の 影響

　タ ラ ノ キ の 伸長成長 は，ジベ レ リ ン 10〜200mg 〆1処理区

で 伸長す る傾向が み ら れた が （Fig，2A ），茎径 に つ い て は，

ジ ベ レ リ ン散布区 と無散布区の 間 に有意 な差 はみ られ なか っ

た （Fig．2B）．ジ ベ レ リ ン 500 　mg 〆1散布区は，無散 布区 に比

べ て 伸 長 成 長 が 大 き く抑 制 さ れ た ．葉 数 は ，ジ ベ レ リ ン

50〜200mg 〆1散布区が 無散布に 比 べ 多か っ た （Table　2）．蘖

径 に つ い て は，ジ ベ レ リ ン散布区が 無散布 に 比 べ 小 さか っ

た ．腋芽は ，ジ ベ レ リ ン 200mg 〆1散布区で の み 誘 導 さ れ た

（Fig．3）．

Table　l．　Effects　of　ethephQn 　spray 　conccntration 　on 　al］p［ants

in　l　m1 　on ］eafnumbcrs ，　leaf　diameters　and 　lateral　tk）rmation 　in

A、etata

Ethephon

（mg 厂D

Leafnumbers
Width　oflcaf

（cm ）

Length　of

latera］bud

〔cm ）

0502

〔1〔｝

5001

，000

6．4b“）

6．8b6

、6a3

．4a
−＿h）

5．3b5

．lb5

．Ob4

．la

000o0

a ）Means　 arc　 separated 　within 　 a　column 　by　Dunean
’
s　multip ］e

range 　test　at　the　5％ levcl．　h）No　data　on 　leaf　following　because

ofplant 　wilting ．

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



Pesticide Science Society of Japan

NII-Electronic Library Service

Pesticide 　Science 　Society 　of 　Japan

Vol．30，　 No ．2，153−156 〔2005 ）

　 90

　 80

　 70

∈ 600
）50s

葛 40
⊂

Φ 30
」

　 20

　 10

　 0

　 2．52

価

α5

（
Eo
）
」

ε
 

E
【コ

石

0050
　　　　 200　　　　500 　　　　1，000

Gibberellin（mg ／D

Fig．2．　Effヒcts　ofgibbercllin 　spray 　on 　all 　plants　in　thc　l　m2 　fic［d　on

shoot 　elongation 　and 　diamctcrs　of 　stem 　leaves　in　A．　eiata 、　A ：Shoot

length．　B ：Diameter　ofshoot ．

　 3．吸枝 の生 育 に及 ぼす エ テ フ ォ ン お よ び ジ ベ レ リ ンの 影

　 　 響

　吸 枝 の 発 生 は，ジ ベ レ リ ン 処理区が 最 も多か っ た （Fig．

4A，　 Fig，5）．無処 理 で の 吸 枝数が 1m コ
あ た り2．5 本，エ テ

フ ォ ン 処 理 区 で 2．7 本 で あ っ た の に 対 し，ジ ベ レ リ ン 処 理

区 で 5．8 本 と増 加 した ．吸 枝 の 草丈 は 無処琿 区が 15．9cm ，

エ テ フ ォ ン 処理区が 26．4cm で あ っ た の に 対 し，ジベ レ リン

処 理 区 が 85．1cm で 最 も伸長 し た （Fig．4B ）．

考 察

　タ ラ ノ キ に エ テ フ ォ ン を散布した と こ ろ，伸長成長が 抑

制 さ れ ，茎径 が 発達 した ．タ ラ ノ キ で 主 に 食 用 と され る の

Table　2．　 Effects　of 　gibberellin　spray 　concentration 　on 　all

p［ants　in　l　In20n 　lcafnumbers ，　leaf　diameters　and 　latcra］ferma−

tiQn　in　A ．召／ata ．

Gibbcrcllin

　（mgtl ）

　Leaf 　　 Lcngth　oflateral 　 Width 　ef

numbers 　　　　bud （cm ）　　　 leaf〔cm ）

0001520050

｛｝

6．4bの

7．9c8

．5c9

．2c3

．3a

0003

．40

5．4b5

．lb4

．8a4

．la
　 hl

”）Means 　are 　scparatcd 　 within 　a　column 　by　Duncan
’
s　multiple

range 　test　at　the　5％ ］evel．　h7No 　data　on 　lcaf　fbUowing　because
ofplant 　wilting ．
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Fig．3．　 Lateral　bud　formations　with 　200　mgA 　gibbcrcllin　spray 　in

A ．etata ，← ，　Latera】bud．

は，芽で あ る
i），タ ラ ノ キ の 芽 は 株 の 頂部 に 形成 され る た

め，樹高が 高い と収穫 に 多くの 労力が必要で あ る，そ の た

め，タ ラ ノ キ に エ テ フ ォ ン を散布す る こ と は，収穫作業 の

省力 化 に つ な が る．ま た，茎 の 肥大促進 に よ る良質 で 大き

な 芽 の 収 穫 が 期 待 で き る．

　 タ ラ ノ キ に ジベ レ リ ン を散布 した と こ ろ，腋芽が 発達 し

た．分枝が 少 な く 1本 の 木 か ら わ ず か な 数 しか 芽 が 収穫 で

き な い タ ラ ノ キ に お い て ，腋 芽 の 生 育 は 分 枝 を 促 す た め ，

増収 が 期 待 で き る．ま た，タ ラ ノキ に ジ ベ レ リ ン を散布 し
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Fig．4．　Effects　of 　 ethephon 　and 　gibberelhn　apPlicatiens 　on 　all

plants　in　the　l　m1 　fie且d　on 　suckcr 　fbrmation　and 　sucker 　growtb　in河、
etata ．　A ：Sucker　number ．　B ： Sucker　l¢ ngth ．
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Fig．5．　 Sucker　formations　 with 　200mg 川 gibbercllin　 spray 　in　A．
elata ．← ，　Sucker．

た と こ ろ，吸枝 が 増加 した．タ ラ ノ キ の 苗 生 産法 と して ，

組 織培養法 や 種 了繁 殖法 が あ るが
1・S ），組 織培 養 に よ る植 物

の 種 苗生 産 は，馴化 や 定植等 の 手作業 が 必 要で あ る
O ）．一

方，吸枝に よ る 増殖 は そ れ ら の 作業 が 不要 な た め ，省力化

し た 増殖法 と し て 有用 で あ る．

　
一

般 に 植 物 に エ テ フ ォ ン 処 理 す る と，エ チ レ ン が 発生 し

植 物 の 伸 長 成長 を抑制す る と考 え られ て い る が ，発生 し た

エ チ レ ン の 効果 に よ り内生 オーキ シ ン 活 性 が 高 くな る こ と

で 栄養成長 が促進 され る と考え られ て い る場合 が あ る
［0．13）．

一
般 に オ

ー
キ シ ン牛 成 の 高 い 組織で は エ チ レ ン 生 成 活 性 と

内生 オ
ーキ シ ン活 性が 供 に 高 く，エ チ レ ン 生 成は オーキ シ

ン に よ っ て 誘導 され そ の 濃度 に 依存す る
14）．ま た 多 くの 双

子葉植物の 黄化 芽生 え に エ チ レ ン処 理 を す る と伸 長 成 長 が

阻害 さ れ る
15〕，同様 に エ テ フ ォ ンの IOOO〜2000mgn を キ ク

に 処理 す る と処理植物 の 伸長成長 は 抑制 され る
1fUl 〕．こ の

こ とは，エ セ フ ォ ン処理 に よ り内生 オーキ シ ン レ ベ ル が 高

くな りす ぎ，そ の 結果伸長成長が 抑制 さ れ た た め と思 わ れ

る，ま た ，キ クに お い て エ チ レ ン や エ テ フ ォ ン を一
定の 濃

度 で 処 理 す る と，腋 芽の 生 育 が 促進 さ れ，節間が 短 くな り，

葉 が 小 さ くな る
2・TO・17〕。ま た，夏 秋 ギ ク で は エ テ フ ォ ン を

100− 300mg ！lで 散布処理 す る と ， 葉節数 が 大 き く増加 し て

伸長成長 が 促進 され る
2・1コ・IS〕 が，抑制 さ れ る 品 種 もあ る

IS ）．

そ の た め，100〜300mg1 且の エ テ フ ォ ン 処 理 に よ る植 物の 伸

長成長 へ の 影響 は ， 節 間数 の 増加 効 果 が 節間 伸長の 抑制効

果を上 回 る 植物で は促進 的 に 作用 す る が，節間 数の 増加効

果が 少な い か 全 くな い 植物 に は抑制 的 に 作 用 す る と思わ れ

る．ま た ，夏秋 ギ ク に ジ ベ レ リ ン を散 布 す る と，伸 長成長

が 促 進 さ れ る
6・18）．し か し，タ ラ ノ キ に エ テ フ ォ ン を散 布 処

理 した 場合 は キ ク の 結果 と は 異 な り，伸 長 成 長 が 抑 制 さ れ，

腋芽の 発 牛 は み られ な か っ た．一
方 ，

ジ ベ レ リ ン 処理 は ，

伸 長成長が 促 進 さ れ，腋芽が 発生 し，葉 が 小 さ くな った ．

タ ラ ノ キ で は，地上部 へ の ジ ベ レ リ ン処理 に よ り吸 枝 の 発

生 数 が 著 し く増加 した が，タ ラ ノ キ の 分枝 や 葉 の 縮小 が，
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エ テ フ ォ ン で な く ジベ レ リ ン で 誘導 さ れ る 機構に つ い て は

不明 で，今後 詳細 な検 討 が必 要 で あ る．

　 以 ltよ り，タ ラ ノ キ は エ テ フ ォ ン 散 布 に よ り茎 が 肥 大 化

し，ジベ レ リ ン 故布 に よ り伸 長 成 長 と吸 枝 に よ る栄 養 繁 殖

が 促進 され た．

要 約

　 タ ラ ノ キ の 生 育を調節す る R的で ，エ テ フ ォ ン と ジベ レ

リ ン の 生育 に 及ぼ す影響を検討 した．仲長成長 と節間伸長

は，エ テ フ ォ ン 5 〜200　mg ！l処理 区で 対照無散布区よ り抑

制 さ れ た．茎 径 は，エ テ フ ォ ン 50 〜200mg1 且処理 で 増加 し，

茎 の 肥 大 化 が 観 察 され た．伸 長成長 と 吸 枝 の 発生 は ，ジ ベ

レ リン 50mg 〆1処 理 で 促 進 さ れ た ．ジ ベ レ リ ン 200mg ／1処理

区で は，腋芽が 誘導 され た，

　以上 よ り，タ ラ ノ キ はエ テ フ ォ ン 処 理 に よ り茎 が 肥 大化

し，ジベ レ リ ン 処 理 に よ り伸 長成 長 と 栄 養 繁 殖 が 促 進 さ れ

た ．
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